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 Bi 置換磁性ガーネットは、可視光領域において優れた磁気光学効果を有することから[1,2]、磁気

光学イメージング[3]やホログラフィックディスプレイ[4]などの磁気光学デバイスへの応用が期待

されている。今回は、GGG(111)基板上の Nd0.5Bi2.5Fe5O12 (Bi2.5:NIG)薄膜について、強磁性共鳴

(FMR)の角度依存性の測定による磁気異方性の評価を行ったので報告する。 

 Bi2.5:NIG 薄膜は、有機金属分解(MOD)法により、GGG(111)基板上に 150 nm の厚さで作製され

た。MOD 溶液には、高純度化学研究所製 NdBiFe-04 (0.5/2.5/5)を用いた。薄膜は、MOD 溶液の塗

布(3000 rpm、30 sec)、乾燥(100 °C、10 min)、仮焼成(450 °C、10 min) 

を 5 回繰り返したのち、本焼成(700 °C、3 h)により結晶化を行った。 

FMR の角度依存性の測定には、電子スピン共鳴(ESR)分光装置 

(RX-RE2X, JEOL Co., Ltd.)を用いた。磁場の方向と薄膜の[111]方向

(垂直方向)のなす角度を 15°ずつ変化させながら FMR スペクトル

を測定した。FMR の測定には、X バンド(9.092 GHz)のマイクロ波

を用いた。 

FMRの測定結果と共鳴磁場Hresの角度依存性を Fig. 1と Fig. 2に

示す。印加磁場に対して膜面が垂直のとき共鳴磁場 Hresは最大とな

り、平行のとき Hres は最小となった。このことから、Bi2.5:NIG 薄

膜は面内に磁化容易軸を有していることがわかる。角度依存性を用

いた磁気パラメータの同定と磁気異方性の評価については当日報

告する。 

本研究の一部は、名大未来材料•システム研究室との共同研究及

び文科省「ナノテクノロジープラットフォーム」の支援を受けて行

われた。 
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Fig. 2 FMR field 

 orientation dependence. 
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Fig. 1 The X-band FMR 
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